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１．審査基準の位置付け 

 本基準は、清川清掃車庫等整備事業ＣＭ（ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）業務委託プロポーザル募

集要項（以下「募集要項」という。）に基づき、審査点の算出方法や受注者の選定方法を示

すものである。 

 

２．審査方法および優先交渉権者の選定 

（１）客観審査、業務提案書審査および価格審査を行い、優先交渉権者を選定する。 

（２）客観審査および提案価格審査は、事務局が参加表明書等および提案価格見積書により

審査を行う。 

（３）業務提案書評価は、「清川清掃車庫等整備事業ＣＭ（ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）業務委託

プロポーザル選定委員会」（以下「委員会」という。）が業務提案書、プレゼンテーシ

ョンおよびヒアリングにより審査を行う。 

（４）客観審査、業務提案書審査および提案価格審査の配点は以下のとおりとする。 

審査項目 配点 備考 

客観審査 100点  

 

審査項目 配点 備考 

業務提案書審査 95点 95点×委員6人の平均 

提案価格審査 5点  

 

 （５）事務局は、参加資格審査を客観審査により行い、客観審査点が70点以上の者に対し

て参加資格結果（業務提案書等の提出要請）を通知する。 

 （６）委員会は、客観審査、業務提案書審査、価格審査の合計点が最も高い優先交渉権者

に、次に高い者を次点候補者として選定する。ただし、合計点が１４０点（配点の７

割）未満の者は、選定対象としない。合計点が同点である参加者が２者以上になった

場合は、見積価格の低い順に選定し、見積価格も同額である場合は委員会の決定によ

るものとする。 

 （７）参加者が１者の場合であっても審査は実施する。ただし、合計点が１４０点未満の

者は、受注候補者として選定しない。 

 

３．審査基準 

（１）客観審査の評価項目、審査基準、配点 

   客観審査における審査項目、審査基準、配点は下表のとおりとする。 
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客観評審査の審査項目、審査基準、配点 

審査項目 審査基準 配点 

客 

 

観 

 

審 

 

査 

①参加者の審

査 

ア 技術職員数 技術職員数を審査する 3 

イ 有資格者数 有資格者数を審査する 3 

ウ 実績 実績の種類、件数について審査する 10 

小計 16 

②各業務担当

者の資格 

専門分野の技術

者資格 

各担当分野において、

資格（取得後１年以上

のものに限る）の内容

により審査する 

管理技術者 4 

主任 

担当者 

建築（総合） 4 

建築（構造） 4 

電気設備 4 

機械設備 4 

建設コスト管理 4 

工事施工計画 4 

小計 28 

③各業務担当

者の実績 

同種・類似業務

の実績（実績の

有無、件数およ

び携わった立

場） 

次の順に審査する 

①同種業務の実績 

②類似業務の実績 

その際に携わった立場

により審査する 

管理技術者 8 

主任 

担当者 

建築（総合） 8 

建築（構造） 8 

電気設備 8 

機械設備 8 

建設コスト管理 8 

工事施工計画 8 

小計 56 

合計 100 

 

○審査項目①：参加者の審査 

  参加者に所属する技術職員数および有資格者数について審査する【配点１６．０点】 

  ア 技術職員数【3.0点】 

    技術職員数の審査は以下による。 

技術職員数（人） 審査点 

５０人以上 3.0 

２０人以上４９人未満 2.0 

１９人以下 1.0 

 

  イ 有資格者数【3.0点】 

    有資格者数の審査は以下による。 

有資格者数（人） 審査点 

４０人以上 3.0 

１０人以上３９人未満 2.0 

９人以下 1.0 

    ※有資格者数は、ＣＣＭＪ・一般建築士等担当分野に応じた必要資格の有資格者数
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とする。 

 

  ウ 参加者の同種・類似業務実績【10.0点】 

    同種業務および類似業務の実績（実績の有無および件数）について審査を行う。 

平成３０年４月１日から参加表明書提出日までに受託したＣＭ実績件数（最大５

件）を１件あたり基礎配点2.0点として区分の係数および担当の係数を乗じた合計

点数にて審査する。 

実績 区分係数 

同種業務 1.0 

類似業務 0.9 

 

    ※審査点の計算は下表のとおりとなる。 

基礎配点 

Ａ 

区分係数 

Ｂ 

審査点 

Ａ×Ｂ 
合計 

（最大件数５） 

2.0 

同種 1.0 （５件で10.0） 

最大審査点 

2.0 

10.0 
類似 0.9 

 

 

○審査項目②：各業務担当者の資格（様式５－１～７） 

 各業務担当者の資格（初回登録後１年以上のものに限る）について、下表の資格審査表に

より審査する（【基礎点分21.0点】＋【加算点分7.0点】最高28.0点）。 

担当業務分野 審査する技術者資格 審査点  

管理技術士 

基礎点 
ＣＣＭＪ（認定ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ）および

一級建築士 
3.0  

加算点 
技術士※２ 

一級建築施工管理技士 
1.0 ※６ 

建築（総合） 

基礎点 
ＣＣＭＪ（認定ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ）および

一級建築士 
3.0  

加算点 
技術士※２ 

一級建築施工管理技士 
1.0 ※６ 

建築（構造） 

基礎点 
構造設計一級建築士 3.0 

※１ 
一級建築士 2.0 

加算点 

ＣＣＭＪ（認定ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

技術士※３ 

一級建築施工管理技士 

1.0 ※６ 
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電気設備 

基礎点 

設備設計一級建築士 3.0 

※１ 一級建築士 

建築設備士 
2.0 

加算点 

ＣＣＭＪ（認定ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

技術士※４ 

一級電気工事施工管理技士 

第一種電気主任技術者 

1.0 

※６ 

二級電気工事施工管理技士 

第二種電気主任技術者 
0.7 

機械設備 

基礎点 

設備設計一級建築士 3.0 

※１ 一級建築士 

建築設備士 
2.0 

加算点 

ＣＣＭＪ（認定ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

技術士※５ 

一級管工事施工管理技士 

1.0 

※６ 

二級管工事施工管理技士 0.7 

建築設備検査員資格者 0.5 

建設コスト管理 

基礎点 

ＣＣＭＪ（認定ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 3.0 

※１ 建築コスト管理士 3.0 

建築積算士 2.0 

加算点 

一級建築士 

技術士※２ 

一級建築施工管理技士 

1.0 ※６ 

工事施工計画 

基礎点 
ＣＣＭＪ（認定ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 3.0 

※１ 
一級建築施工管理技士 3.0 

加算点 
一級建築士 

技術士※２ 
1.0 ※６ 

 

※１ 各担当業務分野における基礎点について、複数資格を持っている場合は上段に記載

のものを優先する。 

※２ 管理技術者および建築（総合）、建設コスト管理、工事施工計画の主任担当者にお

いて、技術士建設部門（施工計画、施工設備および積算）又は（建設環境）の資格

を所持している場合は、審査点に「1.0」を加算する。 

※３ 建築（構造）の技術士は、建設部門（土質及び基礎）又は（鋼構造及びコンクリー

ト）のいずれかとする。 

※４ 電気設備の技術士は、電気電子部門（全分野）とする。 

※５ 機械設備の技術士は、機械部門（機械設計）、（流体機器）又は衛生工学部門（廃

棄物・資源循環）、（建築物環境衛生管理）のいずれかとする。 

※６ 加算対象となる資格についてはひとつのみ選択できる。 
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○審査項目③：各業務担当者の業務実績（様式５－１～７） 

 同種業務および類似業務の実績（実績の有無および件数）について評価を行う。平成３０

年４月１日から参加表明書提出日までに受託したＣＭ実績件数（最大４件）を１件あたり基

礎配点２点として、区分の係数および担当の係数を乗じた合計点数にて審査する。 

【配点５６．０点】 

ア 実績件数と基礎配点 

最大件数 基礎配点 

４件 2.0 

 

 イ 同種業務および類似業務実績の有無 

実績 区分係数 

同種業務 1.0 

類似業務 0.9 

 

 ウ 業務担当実績 

過去の実績での立場 担当係数 

管理技術者又はこれに準ずる立場 1.0 

主任技術者又はこれに準ずる立場 0.9 

担当者またはこれに準ずる立場 0.7 

 

 計算は次ページの表のとおりとなる。 
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担当業務分野 
基礎配点 

Ａ 

区分係数 

Ｂ 

担当係数 

Ｃ 

審査点 

Ａ×Ｂ×Ｃ 
合計 

管理技術士 
（最大件数４） 

2.0 

同種 1.0 
管理技術者 1.0 

（4件で8.0） 

最大審査点 

2.0 

56.0 

主任担当者 0.9 

類似 0.9 
担当者 0.7 

建築(総合) 
（最大件数４） 

2.0 

同種 1.0 
管理技術者 1.0 

（4件で8.0） 

最大審査点 

2.0 

主任担当者 0.9 

類似 0.9 
担当者 0.7 

建築(構造) 
（最大件数４） 

2.0 

同種 1.0 
管理技術者 1.0 

（4件で8.0） 

最大審査点 

2.0 

主任担当者 0.9 

類似 0.9 
担当者 0.7 

電気設備 
（最大件数４） 

2.0 

同種 1.0 
管理技術者 1.0 

（4件で8.0） 

最大審査点 

2.0 

主任担当者 0.9 

類似 0.9 
担当者 0.7 

機械設備 
（最大件数４） 

2.0 

同種 1.0 
管理技術者 1.0 

（4件で8.0） 

最大審査点 

2.0 

主任担当者 0.9 

類似 0.9 
担当者 0.7 

建設コスト 

管理 

（最大件数４） 

2.0 

同種 1.0 
管理技術者 1.0 

（4件で8.0） 

最大審査点 

2.0 

主任担当者 0.9 

類似 0.9 
担当者 0.7 

工事施工計画 
（最大件数４） 

2.0 

同種 1.0 
管理技術者 1.0 

（4件で8.0） 

最大審査点 

2.0 

主任担当者 0.9 

類似 0.9 
担当者 0.7 
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（２）業務提案書審査 

 ①事前審査 

  提出された業務提案書は、提案者番号を付した後、付属資料を添えて各委員へ事前配布

する。この際、提案者の名前を伏せた上で、客観審査の資料を添付する。 

 ②業務提案書審査方法 

  ア 業務提案書は提案者の名前を伏せた上で、その内容についてプレゼンテーションお

よびヒアリング結果を含め、本要領に基づいて委員会が審査する。 

  イ 審査項目、審査基準および配点は以下のとおりとする。 

 

 【業務実施方針】（様式７－２） 

審査項目 審査基準 配点 

１．本業務に対する提案者の

取り組み方針と体制 

取り組み意欲の高さや積極性 10 

発注者を支援する姿勢、業務の工夫・配慮 10 

２．各業務担当チームの特徴 

担当者の実績・経験・プレゼンテーションの分

かりやすさ 
10 

チーム配置の本業務への適正性 10 

３．業務上の配慮する事項 
業務内容、業務の背景や課題などの理解度 10 

総合的見地からの考え方や的確性 10 

業務実施方針に対する委員１人あたりの持ち点 60 

 

 【業務提案（テーマ）】 

審査項目 審査基準 配点 

【テーマ１】 

清掃車庫等の整備におけるマ

ネジメント手法について 

清掃車庫等の整備に求められる品

質・コスト・スケジュールに関す

る発注者要望を実現するマネジメ

ント手法についての考え方に的確

性や実現性はあるか。 

テーマ１について

「的確性」、「実

現性」を20点満点

で審査 

【テーマ２】 

関連工事を含め、すべての工

事を工期内に完了させるため

の対応策について 

先行工事、解体工事を含めたすべ

ての工事を工期内に完了させるた

めの課題を抽出し、その対応につ

いて的確性や実現性はあるか。 

テーマ２につい

て、「的確性」や

「実現性」を15点

満点で審査 

業務提案（２テーマ）に対する委員１人あたりの持ち点 35 

 

  

 ウ 採点は、プレゼンテーションおよびヒアリング終了後、各委員が以下の評価水準に 

基づき行う。 
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   【業務実施方針】(配点60点) 

審査項目 審査水準 審査点 

審査項目の各評価

基準毎に審査 

 

極めて優れている 10 

優れている 8 

適切である 6 

やや劣っている 4 

劣っている 2 

 

  【テーマ１】（配点20点） 

審査項目 審査水準 審査点 

業務提案の提案に

対する審査 

提案の的確性・実現性が極めて良好である 20 

提案の的確性・実現性が良好である 16 

提案の的確性・実現性が十分である 12 

提案の的確性・実現性がやや不十分である 8 

提案の的確性・実現性が不十分である 4 

 

  【テーマ２】（配点15点） 

審査項目 審査水準 審査点 

業務提案の提案に

対する審査 

提案の的確性・実現性が極めて良好である 15 

提案の的確性・実現性が良好である 12 

提案の的確性・実現性が十分である 9 

提案の的確性・実現性がやや不十分である 6 

提案の的確性・実現性が不十分である 3 

 

（３）提案価格審査 

   提案価格審査点は、以下の式により採点する。 

審査項目 審査基準 配点 

提案価格 
【計算式】 

審査点＝（１－提案価格／提案上限価格）×25 
5 

    ※ 得点は、整数で小数点以下第２位を四捨五入する。 

    ※ 提案価格が上限価格の80％未満の場合、提案価格審査点は5点とする。 


